
奨学金貸与規程実施細則 

 

平成２４年 ９月 １日制定 

                           平成２５年１２月２０日改訂 

   平成２８年１１月 ４日改訂 

 

（目的） 

第１条   この実施細則は、公益財団法人井上育英会の奨学金貸与規程（以下「この規程」と称 

     する。）に基づいて実施する奨学金の貸与返済等について必要な事項を定める。 

 

（貸与額） 

第２条  この規程の第７条に規定する奨学金月額は、奨学生の居住地域、住居の状況に応じ以下 

     の通りとする。但し、特別の事情ある場合は、本人の申請により貸与月額の増額を行うこ 

     とがある。 

（１）東京支部及び近畿支部 自宅通学者３００００円 非自宅通学者３５０００円 

（２）上 記 以 外    自宅通学者２８０００円 非自宅通学者３００００円 

 

（貸与期間） 

第３条   この規程第６条第１項に定める貸与期間延長は４年以内とし、事務局長が奨学生からの

申請に基づき、延長の可否、延長期間を決定する。 

２ 海外留学による奨学金貸与期間延長を希望する奨学生は、所定の申請書に留学先、留学 

目的、期間、留学期間中の連絡先等必要事項を記入の上、入学許可書の写しを添付して事 

務局へ提出する。但し、貸与期間延長の対象となる海外留学とは、単位取得、専門分野の 

深化、交換留学等を目的として海外の大学もしくは大学に準ずる機関にて勉学することを 

いい、単なる語学研修等は対象外とする。 

    ３ 傷病による奨学金貸与期間延長を希望する奨学生は、所定の申請書に傷病の状況、連絡 

先等必要事項を記入の上医師の診断書を添付して事務局へ提出する。 

     

(貸与) 

第４条   海外留学の場合における奨学金の貸与は、この規程第１１条但し書の定めを適用し、海 

外留学期間中の奨学金を一括して貸与する。 

 

 (返済・据置) 

第５条   この規程の第１４条に規定する奨学金の返済については、以下の通りとする。 

（１）医学部以外の卒業者 
返済開始後の最初の５ヶ年間は、一年に３６０００円以上、次の５ヵ年間は 
同６００００円以上、次の５ヵ年間は同８４０００円以上、その後は同円以 
上を返済する。 

（２）医学部の卒業者 
返済開始後の最初の５ヶ年間は、一年に５００００円以上、次の５ヵ年間は 
同８００００円以上、次の５ヵ年間は同１０００００円以上、その後は同円 
以上を返済する。   

    ２ 学部卒業後大学院へ進学した場合、在学中は返済を据え置く。 



３ 学部卒業後又は大学院修士課程修了後就職した場合、卒業または修了後２ヵ年間は返済 

を据え置く。  

４ 大学院博士課程修了後は、据え置き期間を置かず返済を開始する。但し、学術振興会特 

別研究員については、事務局長が夫々の収入の状況等を個別に聴取の上、止むを得ないと 

判断される場合は据え置き期間を設けることができる。 

５ 学部卒業後又は大学院修了後、国家資格取得の準備等止むを得ない事情により就職でき 

ない場合、事務局長は本人の申請を審査し、返済据え置き期間の延長を認めることができ 

る。 

 

 (改廃) 

第６条   この実施細則の改廃は、事務局長が立案し、理事長の決裁を経て行う。  

 

 附 則 

この実施細則の改訂は平成２８年１１月４日から施行する。  


